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阿武山観測所における地震計等観測機器の展示 
                   企画情報班 浅田照行 
 
はじめに 
 阿武山観測所は、1930(昭和 5)年に創設され約 80 年が経過した。2008(平成 20)年に次世代
型地震観測システムの拠点とする再活用計画により、2009(平成 21)年 3 月から教授 1名、技






















    
写真 1. 阿武山沿革・他(左)と、見学順路の表示(右) 
 
図 1. 地階展示区分 


























③ 煤・ニスかけ装置(写真 3) 


















    （水平動） 
写真 2. フーコーの振子 
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波が識別出来るようになった。また、地球の反対側からの地震波も捉えられるようになり、
地球内部の大構造が明らかになった。倍率：上下動 150 倍・水平動 170 倍、周期：上下動 4.7
秒・水平動 10.0 秒、おもり：上下動 1.3 トン・水平動 1.0 トン。 
 阿武山では 1929(昭和 4)年、観測所創設と同時に設置され、1991(平成 3)年 6 月末まで稼
動、7 月から代替の電磁式地震計(東京測振製の VSE 型)に更新、記録もインク描き方式に変






































写真 6. 佐々式大震計 
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周期：25 秒。1997(平成 9)年 12 月末で、観測を 
終了した。 
1943(昭和 18)年 9 月 10 日 鳥取地震（M7.2）、 
1948(昭和 23)年 6 月 28 日 福井地震（M7.1）、 
1995(平成 7)年 1 月 17 日 兵庫県南部地震(M7,3) 
の記録を掲示。 
 





工夫されている）。倍率：上下動 15 倍・水平動 15 倍、周期：上下動 2.8 秒・水平動 6.0 秒。
上下動は大震計の台に設置されている。 
1987(昭和 62)年 6 月に電磁式地震計(VSE 型・東京測振製)に代替し、記録方式もインク描
き方式に変更。1997(平成 9)年 12 月末に観測を終了した。1983(昭和 58)年 5 月 26 日、日本
海中部地震(M7.7)の記録や、大森式・今村式強震計の写真などの参考資料を掲示。 
 












(ⅰ) データ収録機器(写真 9) 
 データ収録機器の棚(上段)には、データ・ 
レコーダー4台とデータ・ロガー2台を展示。 
1960(昭和 35)年代から 1980(昭和 55)年代 






写真 7. 佐々式強震計（水平動） 
写真 9. データ収録機器(上段)と短周期
写真 8. 気象観測機器 




している。ここでは、初期の DL-350 と DR-F1 (TEAC 製) を展示。 
(ⅱ) 短周期変位型記録装置（写真 9）  
短周期変位型記録装置の棚(下段)には、AMP・耐雷器(勝島製)・ドラム(HOSAKA 製)1 台を展
示。短周期変位型地震計(HES)は、1959(昭和 34)年に設置、WWSSN(World Wide Standard 
Seismometer Network)で用いられた地震計で、核爆発の波形は、地震波形に比べて短周期成
分が少ない事を利用して長周期地震計と共に核実験の探知に用いられた。元々は 35 ミリフィ
ルムに光学記録方式だったが、1988(昭和 52)年 7 月に展示の記録方式に変更され、地震計も
HES 型(勝島製)に更新された。2002(平成 14)年 9 月末に観測を終了した。地震計は地下観測
坑内に設置されており、電源を入れれば現在も記録可能であり、体験学習などで利用する事
も出来る。倍率：上下動・水平動共 20,000 倍、周期：上下動・水平動共 0.8 秒。 
また、近くに 1995(平成 7)年 1 月 17 日 兵庫県南部地震(M7,3)の記録を、高感度短周期速度
型(倍率：65,000 倍、周期；1,0 秒)と共に掲示してある。 








23m 3 成分・垂直方向 5m、水管傾斜計：3方 
向 23m の観測を現在も継続している。 
1972 年から 2007 年までの伸縮変化図を掲示。 












(ⅰ) ガリチン地震計（写真 11） 
 ガリチン地震計は、ロシアのポリス・ガリチン(1862-1916)が作った地震計で、電磁式地震
計としては最も古く 1890(明治 23)年頃作成され、そののち、ウィリップの改良したガリチ
写真 10. 地殻変動観測機器（上段）と 
最近の地震観測機器（下段） 










阿武山では 1938(昭和 13)年頃に設置され、 
1964(昭和 39)年までの記録が保存されてい 
る。 
(ⅱ) プレスユーイング地震計(写真 12) 
 1966(昭和 41)年に設置。1972(昭和 47)年に 
地下観測坑に移設。 
世界標準地震計による観測網 WWSSN(World  
Wide Standard Seismometer Network)で使用さ 
れた長周期地震計。倍率：上下動 800 倍・水平 




き方式に替わった、更に 1991(平成 3)年からは 
イベント・トリガー方式で計算機への収録がな 
された。2002(平成 14)年に観測を終了した。 

















   
   UMP 地震計・他     ガリチン式地震計    電磁式短周期 2万倍微動計 
写真 13. 各種電磁式地震計 
写真 11．ガリチン地震計一式 
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⑪ 海底地震計(写真 14) 
京大 IV 型海底地震計。1990 年代後半に地 
震予知研究センターで開発した海底地震計。 
水深 6000ｍの海底で約１ヶ月半の間観測を 
することができる。直径約 40cm のガラス製 
耐圧容器の中に、固有周期 2Hz の地震計 3成 
分、アンプ、16 ビット AD 変換器、リチウム 
電池、高精度時計等がコンパクトに収められ 
































写真 14. 海底地震計 
  
         建物構造              地盤 
  
写真 15. 模型実験  液状化            断層地震 
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(ⅰ) 測地関連機器（写真 16,17） 
 経緯儀・水準儀・光波測距儀・平板測量機器・GPS 
受信器・標準尺・三脚・羅針盆・などを展示。特に、 
写真 16.の経緯儀は、大型で、日本に 3台しかない 


























(皿石・阿蘇溶岩・など 18 種)も添えて展示。 
 
写真 16. 経緯儀 
 
経緯儀           水準儀         平板測量器 
 
光波測距儀各種        GPS 受信機      ハンドレベル・羅針盤・他 
写真 17. 測地観測機器 
写真 18. 近畿地方の地図 

























(ⅲ) 岩石・鉱物標本(写真 21) 
 火成岩(25 種)、火成岩‐火山岩(25 種)、火山岩(50 種)、変成岩‐水成岩・古生代(25 種)、















   
写真 19. 阿蘇山レリーフ・マップ         阿蘇の鉱石標本          
   
           富士山                高槻～京都南西部 
写真 20. レリーフ・マップ 
   
写真 21. 岩石・鉱物標本              南極の石 
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(ⅳ) 700 年杉(写真 22) 
 直径 1.2ｍ・厚さ 30cm の杉の輪切りで、年輪に 100 年ごとのマークがしるされていて、約
700 年の杉の大木である。気候変動でも調べたのか？。 
 
(ⅴ) 地質図（写真 23） 


































写真 22. 杉の輪切り 
 
写真 23. 地質図 
写真 24. 屋上からの眺望 
